                                                   平成    年    月    日

庄原市長　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者の氏名   　　　                  ㊞

専用水道業務委託届

　　　　　専用水道における水道の管理に関する技術上の業務の全部（一部）を，水道法３４条第１項において準用する第２４条の３第１項の規定に基づき委託したので，同法第３４条第１項において準用する第２４条の３第２項の規定により届け出ます。

	専用水道設置者の
氏名又は名称
	

	水道管理業務受託者の
主たる事務所の所在地，
名称及び代表者氏名
	

	受託水道業務技術管理者の氏名
	

	委託した業務の範囲
	

	契約期間
	




経理的及び技術的な基礎を有する者の確認方法について

	庄 原 市 担 当 部 署
	

	専用水道設置者の名称
	



１　経理的な基礎の判断について

　　どんな資料を受託者から提出させましたか。

　　・提出があった書類にチェックをしてください。
　　・これら以外の書類がある場合，５以降に記入してください。
	
	提　　出　　書　　類
	チェック

	１
	貸借対照表・損益計算書
	

	２
	賠償保険加入証（保険金額　　　　　　　　　円）
	

	３
	登記簿謄本
	

	４
	確定申告書の写し及び納税証明書
	

	５
	
	

	６
	
	




２　技術的な基礎の判断について

　　どんな資料を受託者から提出させましたか。

　　・提出があった書類にチェックをしてください。
　　・これら以外の書類がある場合，３以降に記入してください。
	
	提　　出　　書　　類
	チェック

	１
	受託者の事業概要
	

	２
	水道技術管理者資格証明
	

	３
	
	

	４
	
	

	５
	
	

	６
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第三者委託届出の考え方・審査表（法２４条の三）
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総合所見 〔適・否〕

1届出書の添付書類は適正か。

6水道施設の全部又は一部の管理に関する技術上の業務を委託する場合にあってはの水道施設の「水道施設の管理に関する

技術上の業務の一部」の判断基準



Ⅲ対象管理業務…①又は②を満たしているか。

②委託契約の期間及びその解除に関する事項

③「委託に係る業務の実施体制に関する事項」施行規則１７条の四

管理業務としての一体性

5水道施設の管理業務について，「技術上の観点から一体として行わなければならない業務」の判断基準（政令７条関係）

①当該委託契約書

②役割分担表

③危機管理計画

2届出書（様式例10-2）に必要な記載がされているか。（水道法法施行規則１７条の三）

3当該委託契約書に記載すべき以下の事項が定められているか。（政令第７条３項）

4受託者及び受託水道業務技術管理者の受託又は資格要件（政令第8・9条関係）

法

適

法

適

服務従事者管理の独立性

①受託者は，受託業務を適正かつ確実に遂行するに足る経理的、技術的基礎を有するか。

②　水質，水量，水位等の数値目標以外にも，操作マニュアル，簡易マニュアル又は管理業務（作業形態）

を網羅的に示していること。

①　明確な管理目標が設定されていること。又は管理業務が具体的な内容とされていること。

Ⅰ対象管理業務での運転事故等の悪影響を遮断できる範囲までを対象とするような，一体的に管理業務を行

うことができる範囲としているか。

Ⅱ緊急時でも責任関係が明確になるよう，遮断弁を業務範囲の境界にする等，緊急時も考慮して管理を一体

的に行うべき範囲全体を委託業務の対象としているか。

③　上記について書面契約にて明示されているか。

④その他

Ⅰ用水受水団体で第三者委託の対象範囲（最小範囲）が適用できない場合，占有境界を優先して対象業務の

規定を行っているか。

Ⅱ法委託になじまない，警備，監視等の単なる人材派遣等の形態となっていないか。

Ⅱ職務従事者が混在せず実務実施可能で，立ち入りエリアを特定する等職務従事者の業務管理が可能な業務

環境であること。

Ⅳ緊急時に求められる受託者の体制が，他の水道事業者に緊急支援を要請するといった，明らかに通常の技

術的業務の範囲を超えていないこと。

Ⅰ管理対象施設を明確に出来ること。

Ⅱ給水装置の管理業務については、給水区域全部の業務を委託していること。

その他

①第三者委託の対象範囲

②法委託になじむ委託

法

適

①水道管理業務委託者の住所及び氏名

④契約期間

①委託に係る業務の内容に関する事項

⑤契約が効力を失った理由（契約効力喪失限り）

②受託水道技術管理者の氏名

③委託した業務の範囲

②受託水道業務技術管理者は，水道技術管理者たる資格要件を満たしているか。

Ⅱ受託者が通常の法定委託以外でいわゆる丸投げ再委託をしていないか。

Ⅰ職務従事者の職務管理が独立して実施可能であること。

Ⅲ対象施設が水道事業者の管理に属すること。（占有施設境界の優先）

施設の独立性

Ⅱ対象施設と施設管理業務の実施場所が不一致の場合，適切に法定外委託と組合わせて対応しているか。

Ⅰ法委託になじまない，時間制の委託となっていないか。

Ⅲ「技術上の観点から一体として行わなければならない業務」の判断基準を満たさない場合，一部委託では

なく，全部委託としているか。

③管理業務対象施設の境界の考え方

Ⅰ水質検査は，全部委託の場合は受託者の責務とするが，一部委託の場合は工程管理上の目標値として委託

契約中に定めること以外に受託者の責務として定めていないか。

委託の対象範囲が，水道施設（取水・貯水・導水・浄水・送水・配水・給水）のうち最小単位未満となって

ないか。　※「第三者委託の手引き」のP.20-22を参照
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審査表 (三次市簡水１)

						第三者委託届出の考え方・暫定マニュアル表（法２４条の三）												事業体名		三次市簡水(君田.布野.作木町) カンスイキミタチョウフフノサクギチョウ

				1届出書の添付書類は適正か。

						①当該委託契約書																適・否		→		提出有 テイシュツアリ

						②役割分担表																適・否		→		記載有 キサイアリ

						③危機管理計画																適・否		→		「経理的及び技術的な基礎を有する者の確認方法について」の保健所聞取により確認。緊急連絡体制表あり ケイリテキオヨギジュツテキキソユウモノカクニンホウホウホケンジョキキトカクニンキンキュウレンラクタイセイヒョウ

				2届出書（様式例10-2）に必要な記載がされているか。（水道法法施行規則１７条の四） ヨン

				法適		①水道管理業務委託者の住所及び氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人又は組合にあっては、主たる事務所の所在地及び名称並びに代表者の氏名）																適・否		→		福山市新涯町四丁目８－４６　アクアエース㈱ フクヤマシシンショウガイチョウ４チョウメ

						②受託水道技術管理者の氏名																適・否		→		木舩良紀 キフネ舩ヨキ

						③委託した業務の範囲																適・否		→		三次市君田町藤兼，君田，布野町，作木町大津，港簡易水道の浄水場運転管理業務全般
（浄水場・ポンプ所及び配水池） ミヨシシキミタチョウフジカキミタフノチョウサクギチョウオオツミナトカンイスイドウジョウスイジョウウンテンカンリギョウムゼンパンジョウスイジョウジョオヨハイスイチ

						④契約期間																適・否		→		平成18年4月1日から平成21年3月31日 ヘイセイ１８ネン４ガツ１ニチヘイセイ２１ネン３ガツ３１ニチ

						⑤契約が効力を失った理由（契約効力喪失限り）																適・否		→

				3当該委託契約書に記載すべき以下の事項が定められているか。（政令第７条３項）

				法適		①委託に係る業務の内容に関する事項																適・否		→		別紙簡易水道施設管理業務委託仕様書に記載有 ベッシカンイスイドウシセツカンリギョウムイタクシヨウショキサイアリ

						②委託契約の期間及びその解除に関する事項																適・否		→		別紙業務委託契約書及び別紙簡易水道施設管理業務委託契約約款に記載有 ベッシギョウムイタクケイヤクショオヨベッシカンイスイドウシセツカンリギョウムイタクケイヤクヤッカンキサイアリ

						③「委託に係る業務の実施体制に関する事項」施行規則１７条の三 サン																適・否		→		別紙簡易水道施設管理業務委託仕様書に記載有 ベッシカンイスイドウシセツカンリギョウムイタクシヨウショキサイアリ

				4受託者及び受託水道業務技術管理者の受託又は資格要件（政令第8・9条関係）																		適・否

				法適		①受託者は，受託業務を適正かつ確実に遂行するに足る経理的、技術的基礎を有するか。																適・否		→		「経理的及び技術的な基礎を有する者の確認方法について」の保健所聞取により確認 ケイリテキオヨギジュツテキキソユウモノカクニンホウホウホケンジョキキトカクニン

						②受託水道業務技術管理者は，水道技術管理者たる資格要件を満たしているか。																適・否		→		「経理的及び技術的な基礎を有する者の確認方法について」の保健所聞取により確認 ケイリテキオヨギジュツテキキソユウモノカクニンホウホウホケンジョキキトカクニン

				5水道施設の管理業務について，「技術上の観点から一体として行わなければならない業務」の判断基準（政令７条関係）																		適・否

				ア		管理業務としての一体性

						Ⅰ対象管理業務での運転事故等の悪影響を遮断できる範囲までを対象とするような，一体的に管理業務を行うことができる範囲としているか。																適・否		→		一部委託 イチブイタク

						Ⅱ緊急時でも責任関係が明確になるよう，遮断弁を業務範囲の境界にする等，緊急時も考慮して管理を一体的に行うべき範囲全体を委託業務の対象としているか。																適・否		→		緊急時は，協力して「緊急事態対応計画」に基づいて対応を行う。 キンキュウジキョウリョクキンキュウジタイオウケイカクモトタイオウオコナ

						Ⅲ対象管理業務…①又は②を満たしているか。

						①　明確な管理目標が設定されていること。又は管理業務が具体的な内容とされていること。																適・否		→		簡易水道施設管理業務委託仕様書及び特記仕様書において対応を行う。ただし，運転管理業務計画書は提出されていないため，不明 カンイスイドウシセツカンリギョウムイタクシヨウショオヨトッキシヨウショタイオウオコナウンテンカンリギョウムケイカクショテイシュツフメイ

						②　水質，水量，水位等の数値目標以外にも，操作マニュアル，簡易マニュアル又は管理業務（作業形態）を網羅的に示していること。																適・否		→		簡易水道施設管理業務委託仕様書及び特記仕様書において対応を行う。ただし，運転管理業務計画書（操作マニュアル，簡易マニュアル）は提出されていないため，不明 カンイスイドウシセツカンリギョウムイタクシヨウショオヨトッキシヨウショタイオウオコナウンテンカンリギョウムケイカクショソウサカンイテイシュツフメイ

						③　上記について書面契約にて明示されているか。																適・否		→		委託契約約款に記載している。 イタクケイヤクヤッカンキサイ

				イ		服務従事者管理の独立性

						Ⅰ職務従事者の職務管理が独立して実施可能であること。																適・否		→		妥当 ダトウ

						Ⅱ職務従事者が混在せず実務実施可能で，立ち入りエリアを特定する等職務従事者の業務管理が可能な業務環境であること。																適・否		→		妥当 ダトウ

				ウ		施設の独立性

						Ⅰ管理対象施設を明確に出来ること。																適・否		→		簡易水道施設管理業務委託特記仕様書別紙1に記載。明確な境界を示した書類は提出されていないため，不明 カンイスイドウシセツカンリギョウムイタクトッキシヨウショベッシキサイメイカクキョウカイシメショルイテイシュツ

						Ⅱ給水装置の管理業務については、給水区域全部の業務を委託していること。																適・否		→		給水装置の管理業務は含まれていない キュウスイソウチカンリギョウムフク

						その他																適・否

						Ⅲ対象施設が水道事業者の管理に属すること。（占有施設境界の優先）																適・否		→		妥当 ダトウ

						Ⅳ緊急時に求められる受託者の体制が，他の水道事業者に緊急支援を要請するといった，明らかに通常の技術的業務の範囲を超えていないこと。																適・否		→		妥当 ダトウ

				6水道施設の全部又は一部の管理に関する技術上の業務を委託する場合にあってはの水道施設の「水道施設の管理に関する技術上の業務の一部」の判断基準																		適・否

						①第三者委託の対象範囲

						委託の対象範囲が，水道施設（取水・貯水・導水・浄水・送水・配水・給水）のうち最小単位未満となってないか。（別図参照）																適・否		→		取水・導水（一部）・浄水・配水 シュスイドウスイイチブジョウスイハイスイ

						②法委託になじむ委託

						Ⅰ法委託になじまない，時間制の委託となっていないか。																適・否		→		妥当 ダトウ

						Ⅱ法委託になじまない，警備，監視等の単なる人材派遣等の形態となっていないか。																適・否		→		妥当 ダトウ

						③管理業務対象施設の境界の考え方

						Ⅰ用水受水団体で第三者委託の対象範囲（最小範囲）が適用できない場合，占有境界を優先して対象業務の規定を行っているか。																適・否		→

						Ⅱ対象施設と施設管理業務の実施場所が不一致の場合，適切に法定外委託と組合わせて対応しているか。																適・否		→		妥当 ダトウ

						Ⅲ「技術上の観点から一体として行わなければならない業務」の判断基準を満たさない場合，一部委託ではなく，全部委託としているか。																適・否		→		一部委託 イチブイタク

						④その他																適・否

						Ⅰ水質検査は，全部委託の場合は受託者の責務とするが，一部委託の場合は工程管理上の目標値として委託契約中に定めること以外に受託者の責務として定めていないか。																適・否		→		妥当 ダトウ

						Ⅱ受託者が通常の法定委託以外でいわゆる丸投げ再委託をしていないか。																適・否		→		妥当（簡易水道施設管理業務委託契約約款に記載） ダトウカンイスイドウシセツカンリギョウムイタクケイヤクヤッカンキサイ

				総合所見				〔適・否〕

						当該届出により，三次市とアクアエース㈱の責任区分が明確に区分されていると判断できる。 トウガイトドケデミヨシシセキニンクブンメイカククブンハンダン

						よって，当該届出は適正と認められる。 トウガイトドデテキセイミト





審査表 (三次市簡水２)

						第三者委託届出の考え方・暫定マニュアル表（法２４条の三）												事業体名		三次市簡水(吉舎.三良坂.甲奴．三和町) カンスイキサミラサカコウヌサンワチョウ

				1届出書の添付書類は適正か。

						①当該委託契約書																適・否		→		提出有 テイシュツアリ

						②役割分担表																適・否		→		記載有 キサイアリ

						③危機管理計画																適・否		→		「経理的及び技術的な基礎を有する者の確認方法について」の保健所聞取により確認。緊急連絡体制表あり ケイリテキオヨギジュツテキキソユウモノカクニンホウホウホケンジョキキトカクニンキンキュウレンラクタイセイヒョウ

				2届出書（様式例10-2）に必要な記載がされているか。（水道法法施行規則１７条の三）

				法適		①水道管理業務委託者の住所及び氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人又は組合にあっては、主たる事務所の所在地及び名称並びに代表者の氏名）																適・否		→		　東京都新宿区原町三丁目３３－２　株式会社ジャパンウォーター トウキョウトシンジュククハラマチサンチョウメ

						②受託水道技術管理者の氏名																適・否		→		坪井　浩光 ツボイヒロミツ

						③委託した業務の範囲																適・否		→		三次市吉舎町吉舎地区，敷地地区，安田地区，三良坂町，
甲奴町，三和町板木，敷名，日南，下板木簡易水道の浄水場運転管理業務全般
（浄水場・ポンプ所及び配水池） ミヨシシキサチョウキサチクシキジチクヤスダチクミラサカチョウミワチョウイタキシナニチナンシモイタキカンイスイドウ

						④契約期間																適・否		→		平成18年4月1日から平成21年3月31日 ヘイセイ１８ネン４ガツ１ニチヘイセイ２１ネン３ガツ３１ニチ

						⑤契約が効力を失った理由（契約効力喪失限り）																適・否

				3当該委託契約書に記載すべき以下の事項が定められているか。（政令第７条３項）

				法適		①委託に係る業務の内容に関する事項																適・否		→		別紙簡易水道施設管理業務委託仕様書に記載有 ベッシカンイスイドウシセツカンリギョウムイタクシヨウショキサイアリ

						②委託契約の期間及びその解除に関する事項																適・否		→		別紙業務委託契約書及び別紙簡易水道施設管理業務委託契約約款に記載有 ベッシギョウムイタクケイヤクショオヨベッシカンイスイドウシセツカンリギョウムイタクケイヤクヤッカンキサイアリ

						③「委託に係る業務の実施体制に関する事項」施行規則１７条の四																適・否		→		別紙簡易水道施設管理業務委託仕様書に記載有 ベッシカンイスイドウシセツカンリギョウムイタクシヨウショキサイアリ

				4受託者及び受託水道業務技術管理者の受託又は資格要件（政令第8・9条関係）																		適・否

				法適		①受託者は，受託業務を適正かつ確実に遂行するに足る経理的、技術的基礎を有するか。																適・否		→		「経理的及び技術的な基礎を有する者の確認方法について」の保健所聞取により確認 ケイリテキオヨギジュツテキキソユウモノカクニンホウホウホケンジョキキトカクニン

						②受託水道業務技術管理者は，水道技術管理者たる資格要件を満たしているか。																適・否		→		「経理的及び技術的な基礎を有する者の確認方法について」の保健所聞取により確認 ケイリテキオヨギジュツテキキソユウモノカクニンホウホウホケンジョキキトカクニン

				5水道施設の管理業務について，「技術上の観点から一体として行わなければならない業務」の判断基準（政令７条関係）																		適・否

				ア		管理業務としての一体性

						Ⅰ対象管理業務での運転事故等の悪影響を遮断できる範囲までを対象とするような，一体的に管理業務を行うことができる範囲としているか。																適・否		→		一部委託 イチブイタク

						Ⅱ緊急時でも責任関係が明確になるよう，遮断弁を業務範囲の境界にする等，緊急時も考慮して管理を一体的に行うべき範囲全体を委託業務の対象としているか。																適・否		→		緊急時は，協力して「緊急事態対応計画」に基づいて対応を行う。 キンキュウジキョウリョクキンキュウジタイオウケイカクモトタイオウオコナ

						Ⅲ対象管理業務…①又は②を満たしているか。

						①　明確な管理目標が設定されていること。又は管理業務が具体的な内容とされていること。																適・否		→		簡易水道施設管理業務委託仕様書及び特記仕様書において対応を行う。ただし，運転管理業務計画書は提出されていないため，不明 カンイスイドウシセツカンリギョウムイタクシヨウショオヨトッキシヨウショタイオウオコナウンテンカンリギョウムケイカクショテイシュツフメイ

						②　水質，水量，水位等の数値目標以外にも，操作マニュアル，簡易マニュアル又は管理業務（作業形態）を網羅的に示していること。																適・否		→		簡易水道施設管理業務委託仕様書及び特記仕様書において対応を行う。ただし，運転管理業務計画書（操作マニュアル，簡易マニュアル）は提出されていないため，不明 カンイスイドウシセツカンリギョウムイタクシヨウショオヨトッキシヨウショタイオウオコナウンテンカンリギョウムケイカクショソウサカンイテイシュツフメイ

						③　上記について書面契約にて明示されているか。																適・否		→		委託契約約款に記載している。 イタクケイヤクヤッカンキサイ

				イ		服務従事者管理の独立性

						Ⅰ職務従事者の職務管理が独立して実施可能であること。																適・否		→		妥当 ダトウ

						Ⅱ職務従事者が混在せず実務実施可能で，立ち入りエリアを特定する等職務従事者の業務管理が可能な業務環境であること。																適・否		→		妥当 ダトウ

				ウ		施設の独立性

						Ⅰ管理対象施設を明確に出来ること。																適・否		→		簡易水道施設管理業務委託特記仕様書別紙1に記載。明確な境界を示した書類は提出されていないため，不明

						Ⅱ給水装置の管理業務については、給水区域全部の業務を委託していること。																適・否		→		給水装置の管理業務は含まれていない キュウスイソウチカンリギョウムフク

						その他																適・否

						Ⅲ対象施設が水道事業者の管理に属すること。（占有施設境界の優先）																適・否		→		妥当 ダトウ

						Ⅳ緊急時に求められる受託者の体制が，他の水道事業者に緊急支援を要請するといった，明らかに通常の技術的業務の範囲を超えていないこと。																適・否		→		妥当 ダトウ

				6水道施設の全部又は一部の管理に関する技術上の業務を委託する場合にあってはの水道施設の「水道施設の管理に関する技術上の業務の一部」の判断基準																		適・否

						①第三者委託の対象範囲

						委託の対象範囲が，水道施設（取水・貯水・導水・浄水・送水・配水・給水）のうち最小単位未満となってないか。（別図参照）																適・否		→		取水・導水（一部）・浄水・配水

						②法委託になじむ委託

						Ⅰ法委託になじまない，時間制の委託となっていないか。																適・否		→		妥当 ダトウ

						Ⅱ法委託になじまない，警備，監視等の単なる人材派遣等の形態となっていないか。																適・否		→		妥当 ダトウ

						③管理業務対象施設の境界の考え方

						Ⅰ用水受水団体で第三者委託の対象範囲（最小範囲）が適用できない場合，占有境界を優先して対象業務の規定を行っているか。																適・否		→

						Ⅱ対象施設と施設管理業務の実施場所が不一致の場合，適切に法定外委託と組合わせて対応しているか。																適・否		→		妥当 ダトウ

						Ⅲ「技術上の観点から一体として行わなければならない業務」の判断基準を満たさない場合，一部委託ではなく，全部委託としているか。																適・否		→		妥当 ダトウ

						④その他																適・否

						Ⅰ水質検査は，全部委託の場合は受託者の責務とするが，一部委託の場合は工程管理上の目標値として委託契約中に定めること以外に受託者の責務として定めていないか。																適・否		→		妥当 ダトウ

						Ⅱ受託者が通常の法定委託以外でいわゆる丸投げ再委託をしていないか。																適・否		→		妥当（簡易水道施設管理業務委託契約約款に記載） ダトウカンイスイドウシセツカンリギョウムイタクケイヤクヤッカンキサイ

				総合所見				〔適・否〕

						当該届出により，三次市と株式会社ジャパンウォーターの責任区分が明確に区分されていると判断できる。 トウガイトドケデミヨシシカブシキカイシャセキニンクブンメイカククブンハンダン

						よって，当該届出は適正と認められる。 トウガイトドデテキセイミト





審査表 (原紙)

				第三者委託届出の考え方・審査表（法２４条の三） シンサ												専用水道名 センヨウスイドウ

		1届出書の添付書類は適正か。

				①当該委託契約書																適・否

				②役割分担表																適・否

				③危機管理計画																適・否

		2届出書（様式例10-2）に必要な記載がされているか。（水道法法施行規則１７条の三）

		法適		①水道管理業務委託者の住所及び氏名																適・否

				②受託水道技術管理者の氏名																適・否

				③委託した業務の範囲																適・否

				④契約期間																適・否

				⑤契約が効力を失った理由（契約効力喪失限り）																適・否

		3当該委託契約書に記載すべき以下の事項が定められているか。（政令第７条３項）　　

		法適		①委託に係る業務の内容に関する事項																適・否

				②委託契約の期間及びその解除に関する事項																適・否

				③「委託に係る業務の実施体制に関する事項」施行規則１７条の四																適・否

		4受託者及び受託水道業務技術管理者の受託又は資格要件（政令第8・9条関係）																		適・否

		法適		①受託者は，受託業務を適正かつ確実に遂行するに足る経理的、技術的基礎を有するか。																適・否

				②受託水道業務技術管理者は，水道技術管理者たる資格要件を満たしているか。																適・否

		5水道施設の管理業務について，「技術上の観点から一体として行わなければならない業務」の判断基準（政令７条関係）																		適・否

		ア		管理業務としての一体性

				Ⅰ対象管理業務での運転事故等の悪影響を遮断できる範囲までを対象とするような，一体的に管理業務を行うことができる範囲としているか。																適・否

				Ⅱ緊急時でも責任関係が明確になるよう，遮断弁を業務範囲の境界にする等，緊急時も考慮して管理を一体的に行うべき範囲全体を委託業務の対象としているか。																適・否

				Ⅲ対象管理業務…①又は②を満たしているか。

				①　明確な管理目標が設定されていること。又は管理業務が具体的な内容とされていること。																適・否

				②　水質，水量，水位等の数値目標以外にも，操作マニュアル，簡易マニュアル又は管理業務（作業形態）を網羅的に示していること。																適・否

				③　上記について書面契約にて明示されているか。																適・否

		イ		服務従事者管理の独立性

				Ⅰ職務従事者の職務管理が独立して実施可能であること。																適・否

				Ⅱ職務従事者が混在せず実務実施可能で，立ち入りエリアを特定する等職務従事者の業務管理が可能な業務環境であること。																適・否

		ウ		施設の独立性

				Ⅰ管理対象施設を明確に出来ること。																適・否

				Ⅱ給水装置の管理業務については、給水区域全部の業務を委託していること。																適・否

				その他																適・否

				Ⅲ対象施設が水道事業者の管理に属すること。（占有施設境界の優先）																適・否

				Ⅳ緊急時に求められる受託者の体制が，他の水道事業者に緊急支援を要請するといった，明らかに通常の技術的業務の範囲を超えていないこと。																適・否

		6水道施設の全部又は一部の管理に関する技術上の業務を委託する場合にあってはの水道施設の「水道施設の管理に関する技術上の業務の一部」の判断基準																		適・否

				①第三者委託の対象範囲

				委託の対象範囲が，水道施設（取水・貯水・導水・浄水・送水・配水・給水）のうち最小単位未満となってないか。　※「第三者委託の手引き」のP.20-22を参照 ダイサンシャイタクテビサンショウ																適・否

				②法委託になじむ委託

				Ⅰ法委託になじまない，時間制の委託となっていないか。																適・否

				Ⅱ法委託になじまない，警備，監視等の単なる人材派遣等の形態となっていないか。																適・否

				③管理業務対象施設の境界の考え方

				Ⅰ用水受水団体で第三者委託の対象範囲（最小範囲）が適用できない場合，占有境界を優先して対象業務の規定を行っているか。																適・否

				Ⅱ対象施設と施設管理業務の実施場所が不一致の場合，適切に法定外委託と組合わせて対応しているか。																適・否

				Ⅲ「技術上の観点から一体として行わなければならない業務」の判断基準を満たさない場合，一部委託ではなく，全部委託としているか。																適・否

				④その他																適・否

				Ⅰ水質検査は，全部委託の場合は受託者の責務とするが，一部委託の場合は工程管理上の目標値として委託契約中に定めること以外に受託者の責務として定めていないか。																適・否

				Ⅱ受託者が通常の法定委託以外でいわゆる丸投げ再委託をしていないか。																適・否

		総合所見				〔適・否〕






